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サンマの分布と資源構造 

上野康弘（東北区水産研究所八戸支所） 

 

１．サンマの分布 

 サンマは日本海・オホーツク海、北太平洋の亜熱帯水域から亜寒帯水域にかけての非常

に広い海域に分布している(Parin  1970； 図１）。棲息水温は、7～24℃に及ぶが、10～

20℃の水温域に多い(堀田 1964)。また、夏季には亜寒帯水域へ回遊するため棲息水温は低

くなり(概ね 15℃以下）、冬季には混合水域以南へ回遊するため棲息水温は若干高くなる。 

 

図 1 サンマの分布・回遊の概念 

 

近年行われた東北区水産研究所のサンマ漁期前調査によれば、北西・中央太平洋では、初

夏には東経 155～180 度付近の沖合域に分布が多く、日本近海には少ないようである。資源

量は、西経 165 度から日本近海にいたる海域で年によっても異なるが、400～800 万トン程

度あると推測されている（図 2、表 1）。 

回遊は、基本的には南北回遊であるが、北西太平洋においては、強い東西方向の海流が

あるため大きな反時計回りの回遊パターンをとっていると考えられる。サンマの分布は初

夏の北西太平洋海域では、比較的よく把握されているが、これ以外の季節や日本海、東部

北太平洋の分布は余りよく分かっていない。 

過去には系群の存在が示唆されたこともあったが(小達 1977）、近年の東北水研による

サンマ漁期前調査におけるトロール調査結果によれば、特定海域に偏った分布はみられず、

北西～中央北太平洋に分布するものは一つの集団であると考えられている。 
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図 1 東北水研のサンマ漁期前調査における漁獲分布と体長別資源尾数 

 

 

表 1 近年のサンマの資源量推定値 
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秋から春にかけて産まれた仔稚魚は、秋季には体長 20～28ｃｍに成長し、その一部は中

型・小型魚（当歳魚）として千島列島中部～本州房総半島の沿岸～沖合域で漁獲対象とな

る(小坂 2000；福島 1979)。その後黒潮域で越冬し、一部は産卵に加わる。これらの当歳

魚は春季には 1 歳魚となって再び北上回遊を行い、大型魚となって親潮域に達し、秋季に

は再び南下途上で漁獲対象となると推測されている。 

 

 

２．サンマの資源構造 

(1）年齢・成長 

卵は水温 10～25℃の範囲でふ化することが確認されており、この範囲では水温が高いほ

どふ化日数が短い。20℃では 10 日前後である(堀田 1964)。飼育実験では、仔稚魚の成長

は水温が高い場合に良好であると報告されている(Oozeki et al. 2000)。ふ化直後の仔魚の

全長は 6.22～6.74mm 程度で、体は円柱状で細長く、背部は濃青色、腹部は青白色である。

全長 23.0mm 前後（稚魚期）で各鰭の鰭条や基本的な体形が完成する(陳 1988)。 

成長は耳石日周輪の解析から、ふ化後 6～7 ヶ月で体長（肉体長；下顎先端から尾柄肉

質部末端まで）20cm に達することが知られている。その後の成長速度は鈍化するようで

あるが、成長するにしたがって耳石日周輪の計数が困難になるため明確な結論がでていな

い。しかし、漁期中に漁獲される大型魚の(体長 29cm 以上)の耳石には透明帯があること

が確認され、これは越冬期前に形成されることから、大型魚の年齢は 1 歳以上、中型魚

（29cm 未満）より小さいものの年齢は 0 歳であると推測されている。また、透明帯が 2

本以上あるものが少ないことなどから、寿命は概ね 2 年程度と考えられている(Suyama et 

al. 2006）。体長は通常 32～34cm 程度までであるが、まれに 40cm を超える個体が漁獲さ

れることもある。 

 

 (2）成熟・産卵 

北西太平洋沖合域における調査結果からは、実質的に産卵に参加するのは 25cm 以上の

中型魚からであろうと推測されているが、日本海や駿河湾などでは体長 21cm 程度で成熟

した卵巣を持つ個体が報告されている(堀田 1964)。飼育実験では孵化後 6 ヶ月程度で産卵

した例があり、最小成熟年齢は 0.5 年程度と考えられる(津崎 2001)。 

北西太平洋においては、産卵は夏季を除いてほぼ１年を通じて行われており(Watanabe 

and Lo 1989)、主産卵期は冬季と推定されている(栗田ら 2002)。産卵場は黒潮域から黒

潮続流域が中心と考えられているが、秋季や春季には黒潮北側の混合域でも広く産卵がみ

られる(Watanabe et al. 1997)。また、産卵場は沿岸域に限定されている訳ではなく沖合に

も広がっており、北米西岸までほぼ連続している。 

日本海や東部北太平洋では、産卵期は春季～初夏であると報告されている(川口 1963； 

Hughes 1974)。このように産卵期が長期間にわたり、また海域によって盛期が大きく異な

ることから、成熟の開始や進行を制御する条件についてはよく分かっていない。飼育実験
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などによれば、水温 15℃以上で性成熟が進み、産卵を行う(津崎 2001)。 

産卵は多回産卵で、大型魚の 1 回当たりの産卵数は平均 1000～3500 粒で、3～６日お

きに産卵を繰り返し、産卵期通算では概ね 30 回前後の産卵を行うと考えられている(栗田 

2002； 小坂 2000)。大型魚の卵巣重量は、未熟な時には 0.4～0.6g 程度であるが、産卵

盛期には 10g 以上に達する(堀田 1964）。北西太平洋では、南下回遊の開始(初秋)から成熟

が徐々に進行し、大型魚から先に成熟する。冬季には中型魚（当歳魚）もかなりの部分が

成熟するものと想定されるが、北上期（春季）に入ると生殖腺は徐々に退縮し、親潮域（夏

季）では未熟な状態に戻ると考えられている(栗田 2002；小坂 2000)。 

卵はやや楕円形で、纏絡糸（てんらくし）で流れ藻などの浮遊物に巻きつき、多数の卵

が絡み合って葡萄状をなす典型的な付着卵である。卵の長径は 1.7～2.2mm、短径は 1.5

～2.0mm である(堀田 1964）。産卵行動については、確かな報告はないが、水槽での観察

などによると、産卵直後に付随してきた雄による放精が行われ、受精すると考えられる。

なお、浮遊物のほとんどない海域でもふ化直後の仔魚がみられるが、このような海域では

卵がどのように産み出され、ふ化しているのかは不明である。 

 

(4）被捕食関係 

仔稚魚は、コペポーダのノープリウス幼生など微少な動物プランクトンを捕食し、成長

とともにしだいに大型の動物プラントンを捕食するようになる。成魚は、Neocalanus 

plumchrus など大型コペポーダやツノナシオキアミを捕食し、餌生物も多様となる(小達

1977；高ら 1980；高ら 1982)。主な索餌時間帯は、成魚の場合で日没から数時間程度と

されている。 

春季に北上を開始すると、動物プランクトンの濃密な混合域・親潮域に向かい回遊し、

親潮域内でもプランクトンの濃密な海域に多く分布する傾向がある(Fukushima et al. 

1976)。産卵に向かう南下期には北上期とは逆に動物プランクトンの分布密度の低い黒潮

域へ回遊を行う。 

摂餌量は春から夏にかけて増加するが、南下期（秋季）は減少し、冬季は再びやや多く

なる。体内に蓄積される脂肪の量は摂餌量の最も多い夏季（親潮域）に最も多く、南下期

にはしだいに減少して、産卵盛期である冬季に最も少なくなる(栗田 2002)。冬季は環境中

の動物プランクトン量が少ないにも関わらず比較的多くの餌をとる傾向があり、これは産

卵に要するエネルギーを確保するために活発な摂餌活動を行うためであると推測されてい

る(栗田 2002)。冬季には、体内に蓄積されている脂肪の量が既に少なくなってしまってい

るので、餌環境が卵の質に大きく影響を与える可能性が示唆されている。 

サンマを捕食する動物は、サバ類、さけます類などの食物段階が中位の捕食者からサメ

類・鯨類などの高位の捕食者にまで及んでおり(高橋 1991； Tamura and Fujise 2002)、

海鳥も盛んにサンマを捕食することが知られている(Ostrom and Walker 2000)。 
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(5) 資源構造 

 サンマの年齢は 2 年であり、年齢査定は耳石透明帯で可能であることから、年級豊度に

立脚した資源解析が可能になるものと期待される。漁期前については、年によって差はあ

るものの肉体長 27～29cm が 0 歳魚と 1 歳魚の分かれ目になる。2002 年～2004 年の体長

別資源尾数(図 4)からも中小型魚(0 歳魚)と大型魚(1 歳魚)の対応関係が読み取れる。したが

って、将来は、大型魚(1 歳魚)の資源尾数は前年の 0 歳魚の資源尾数から推測できるよう

になることが期待される。また、当歳魚の体長組成から成熟割合などを推定できるように

なれば、親魚量についても推定が可能となる。このことは、再生産関係を検討できるよう

になることを示しており、近い将来、サンマの資源評価技術は急速に進展するものと期待

される。まず、耳石透明帯による Length-Age key の作成が今後の進展の第一歩になるで

あろう。 
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図4 2002～2004年漁期前調査による日本近海～西経177度付近(１区＋２区)に分布する

サンマの体長別分布尾数 
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